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末 期 老 人 の 妄 想

《み手のなかで》

　主教　竹田　眞

　
榛
名
に
隠
居
し
て
か
ら
10
年
以
上
に
な
る
。

そ
ろ
そ
ろ
「
終
わ
り
」
を
迎
え
る
覚
悟
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
う
の
だ
が
、
な
か
な

か
本
気
に
な
ら
な
い
で
い
る
。
榛
名
の
地
に
は

有
名
な
高
齢
者
の
た
め
の
施
設
『
新

生
会
』
が
あ
り
、
隣
接
す
る
榛
名
聖

公
会
の
主
日
に
は
信
心
深
い
高
齢
の

兄
弟
姉
妹
が
多
数
礼
拝
に
参
加
さ
れ

る
。
私
も
こ
の
人
た
ち
の
信
仰
に
あ

や
か
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
永
年

教
会
で
信
仰
生
活
を
続
け
ら
れ
、
新

生
会
に
入
ら
れ
ま
す
ま
す
信
仰
に
磨

き
を
か
け
ら
れ
る
諸
先
輩
の
生
き
て

い
る
証
に
囲
ま
れ
て
常
に
信
仰
的
反

省
を
促
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私

の
現
実
の
信
仰
を
思
う
と
、
お
迎
え
が
来
る
の

を
悔
い
改
め
の
心
で
待
つ
身
で
あ
り
な
が
ら
、

お
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
が
、
相
変
わ
ら
ず
、
不

安
に
恐
れ
お
の
の
い
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
す
で
に
先
輩
は
勿
論
、
同
輩
、
後
輩
で
先
立
た

れ
た
方
も
少
な
く
な
い
。
先
輩
の
中
に
は
、
心
か

ら
尊
敬
す
る
方
々
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
み
な
天
国
に
行
か
れ
て
、
平
安
の

う
ち
に
神
の
国
の
永
遠
の
憩
い
を
楽
し
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
。
他
方
私
の
方
は
ま

だ
こ
の
世
に
生
か
さ
れ
て
い
る
が
、
不
義
理

を
し
た
ま
ま
恩
返
し
も
せ
ず
に
先
立
た
れ
て

し
ま
っ
た
先
輩
た
ち
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
を
思
い
出
し
、
落
ち
着
か
な
い
気
持
ち

に
な
る
。
私
の
よ
う
な
不
信
心
で
恩
知
ら
ず

が
、
も
し
天
国
に
行
け
た
と
し
て
も
、『
お
前

の
よ
う
な
も
の
が
来
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
！
』

と
白
い
目
で
迎
え
ら
れ
、
居
心
地
が
悪
い
の

で
は
な
い
か
と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。『
わ

が
父
の
家
に
は
住
み
家
多
し
』と
い
う
こ
と
を
信

じ
て
、天
国
に
も
ど
こ
か
人
目
に
つ
か
な
い
隠
れ

家
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
勝
手
に
望
み
を
か
け

て
い
る
次
第
で
あ
る
。（
退
職
・
東
京
教
区
元
主
教
）
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《
奉
献
先
か
ら
》
ま
り
や
食
堂
の
働
き

　
山
谷
兄
弟
の
家
伝
道
所
が
あ
る
山
谷

で
は
路
上
生
活
者
が
減
少
し
、
生
活
保

護
者
が
増
え
て
い
る
。
ま
り
や
は
生
活

保
護
者
と
最
も
き
び
し
い
生
活
の
中
に

あ
る
人
用
の
２
種
類
の
弁
当
を
作
っ
て

い
る
。
路
上
生
活
者
が
減
少
し
て
い
る

と
は
い
え
一
段
と
不
景
気
の
中
に
あ
る

か
ら
１
５
０
円
の
海
苔
弁
当
（
今
ま
で

は
安
い
の
は
１
７
０
円
の
卵
焼
き
弁

当
）
を
作
っ
て
み
た
。
生
活
保
護
者
が

増
え
た
の
で
少
し
値
の
張
る
お
か
ず
も

作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
喜
ば

れ
る
の
な
ら
あ
り
が
た
い
。

　
日
本
で
は
貧
困
層
が
増
え
て
い
る
か

ら
山
谷
の
先
行
き
は
さ
ほ
ど
明
る
く
な

い
。
生
活
の
き
び
し
い
人
の
生
活
を
支

え
る
一
助
と
し
て
の
ま
り
や
の
弁
当
は

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
支
援
を
よ
ろ

し
く
。
　
（
山
谷
兄
弟
の
家
伝
道
所
・

牧
師
　
菊
地  

譲
）

　
▽
９
月
銀
座
朝
祷
会
　
13
日
・
27
日

（
火
）
７
時
半
。
喫
茶
室
ル
ノ
ア
ー

ル
・
ニ
ュ
ー
銀
座
。
照
会
℡
０
４
２

(

７
９
６)

１
４
９
８
・
世
話
人
。

　
▽
９
月
西
新
の
会
　
13
日
（
火
）
19

時
半
＝
聖
餐
式
・
聖
書
の
学
び
（
鈴
木

裕
二
司
祭
）
　
27
日
（
火
）
10
時
半
＝

聖
書
の
学
び
（
田
光
信
幸
司
祭
）
井
草

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
。
照
会
℡
03
（
３

９
５
１
）
５
０
１
０
・
目
白
聖
公
会
。

　
▽
一
羊
会
集
ま
り
～
被
害
者
、
加
害

者
で
死
刑
制
度
を
考
え
た
私
～
　
17
日

（
土
）
10
時
半
、
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
。

話
＝
永
岡
英
子
（
オ
ウ
ム
家
族
会
）
。

席
上
献
金
。
照
会
℡
０
４
２
（
３
９

３
）
２
２
５
６
・
森
田
。

＊ 

こ
ど
も
に
ゅ
ー
す
秋
号
、
教
区
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
特
集
号
本
日
発
行
。

    

「
い
っ
し
ょ
に
歩
こ
う
！
」

支
援
募
金
累
計
額
（
８
月
31
日
現
在
）

　
　
　
　
　
２
千
８
百
83
万
６
１
２
円

１１（日）聖霊降臨後第１３主日
主教巡回　聖愛教会

１２（月）信仰と生活委員会：
こども聖歌創作会

１３（火）銀座朝祷会
小平墓地委員会

１４（水）礼拝音楽委員会
１５（木）城南Ｇ牧師協議会

環状Ｇ牧師協議会
宣教協議準備会

１６（金）下町Ｇ牧師協議会
１７（土）信仰と生活委員会：

こども聖歌創作ワークショップ
１８（日）聖霊降臨後第１４主日

主教巡回
練馬聖ガブリエル教会
外濠Ｇ教会協議会
教役者会：震災記念礼拝

１９（月・休）　
教区フェスティバル

２０（火）聖職養成委員会
２１（水）教役者レクイエム

常置委員会
２２（木）山手Ｇ牧師協議会

財政委員会
浅草会合

２４（土）分担金制度特別委員会　
懇談会

今週・来週の予定

９月１１日～２４日

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
20
日
）

＊ 

宣
教
主
事
報
告
。

＊ 

各
委
員
会
・
教
会
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
報
告
。

＊
「
こ
ど
も
の
聖
歌
創
作
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
（
全
３
回
予
定
）
計
画
に

つ
い
て
協
議
。
第
１
回
目
は｢
作
詞
」

に
焦
点
を
あ
て
９
月
17
日
（
土
）
に

池
袋
聖
公
会
で
実
施
す
る
。

＊
中
高
生
夏
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
。

＊
卓
司
祭
の
宣
教
主
事
転
出
に
伴
う

後
任
の
委
員
に
つ
い
て
、
委
員
会
と

し
て
の
推
薦
者
を
協
議
。

＊
「
裸
足
の
宣
教
」
の
学
び
に
つ
い

て
、
11
月
に
テ
ゼ
共
同
体
の
ブ
ラ
ザ

ー
を
講
師
と
し
て
学
び
の
会
を
持
つ

方
向
で
協
議
。

＊
管
区
青
年
委
員
会
主
催
「
青
年
井

戸
端
会
議
」
参
加
者
に
つ
き
協
議
。

　
▽
こ
ど
も
の
聖
歌
創
作
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
第
１
回
　
９
月
17
日
（
土
）

14
時
～
16
時
、
池
袋
聖
公
会
。
参
加

無
料
。
信
仰
と
生
活
委
員
会
主
催
。

照
会
℡
03
（
３
９
５
５
）
０
６
８

２
・
宣
教
主
事
卓
志
雄
司
祭
。

　
▽ 

教
区
教
役
者
会
主
催
「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
を
覚
え
て
の
聖
餐

式
」
　
９
月
18
日
（
日
）
18
時
、
主

教
座
聖
堂
。
参
加
歓
迎
。

　
▽ 

聖
公
会
神
学
院
体
験
入
学
　
神

学
院
で
の
勉
強
や
生
活
を
実
際
に
体

験
し
、
将
来
を
思
い
め
ぐ
ら
す
機
会

を
。
10
月
５
日
（
水
）
～
７
日

（
金
）
同
院
で
。
宿
泊
定
員
＝
男
性

４
名
、
女
性
３
名(
申
込
順)

。
申
込

締
切
＝
９
月
26
日(
月)
。
費
用
・
携

行
品
そ
の
他
詳
細
照
会
℡
03
（
３
７

０
１
）
０
５
７
５
・
同
神
学
院
。

　
▽
立
教
女
学
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

礼
拝
堂
オ
ル
ガ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
《
音
楽
の
始
ま
り
》
②
「
聲
明

（
し
ょ
う
み
ょ
う
）
の
世
界
」
　
９
月

24
日
（
土
）
14
時
。
出
演
＝
倉
松
隆
観

（
真
言
宗
智
山
派
）
・
岩
崎
真
実
子
。

聲
明
と
オ
ル
ガ
ン
の
た
め
の
「
曼
荼

羅
・
光
明
三
昧
」(

初
演)

ほ
か
。
２

千
円
（
純
益
を
東
日
本
大
震
災
被
災
者

支
援
へ
）
。
照
会
・
予
約
℡
03
（
５
３

７
０
）
３
０
３
８
・
同
院
キ
リ
ス
ト
教

セ
ン
タ
ー
・
小
林
（
月
火
木
金
）
。
未

就
学
児
の
入
場
不
可
。

    

「
い
っ
し
ょ
に
歩
こ
う
！
」
　
　

被
災
者
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

　
▽
真
光
教
会
Ⅵ
　
16
日
（
金
）
19

時
、
同
教
会
。
出
演
＝
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
コ
テ
ィ
オ
ー
ル
（
女
声
＆
ピ
ア

ノ
）
。
千
円
。
照
会
℡
０
９
０
（
２
７

３
８
）
５
３
９
０
・
松
田
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
93

　
広
島
平
和
礼
拝
と
行
進

　
11
歳
…
初
め
て
づ
く
し
の
夏
の
旅

　
広
島
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ

て
、
毎
年
８
月
６
日
は
夏
休
み
の
中
の

全
校
登
校
日
で
、
８
時
15
分
に
黙
祷
す

る
こ
と
が
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
18
歳
で
上
京
し
て
、
周
り
の

人
の
ほ
と
ん
ど
が
８
月
６
日
に
無
関
心

な
こ
と
に
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
年
月
が
経
ち
、
娘
が
生

ま
れ
、
幼
稚
園
や
学
校
で
８
月
６
日

と
い
う
日
を
教
え
な
い
こ
と
に
危
機

感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
神
様
の
導
き
の
も
と
に
今
回

の
広
島
平
和
礼
拝
と
行
進
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
娘
に
と
っ
て
広
島
は
ほ
と
ん
ど
未

知
の
世
界
。
８
月
５
日
の
午
前
中
は

３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
入
門
編
の

「
原
爆
資
料
館
と
碑
め
ぐ
り
」
の
コ

ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
原
爆
投
下

後
の
街
の
様
子
の
ジ
オ
ラ
マ
の
と
こ

ろ
で
は
怯
え
、
原
爆
の
子
の
像
を
つ

く
っ
た
貞
子
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

展
示
に
見
入
っ
て
い
た
娘
。

　
午
後
か
ら
は
教
会
に
戻
り
、
被
爆

証
言
を
聞
く
。
あ
ま
り
の
生
々
し
い

お
話
に
涙
を
流
す
方
も
…
被
爆
者
の

方
が
ど
ん
ど
ん
高
齢
に
な
り
、
ど
う

や
っ
て
こ
の
体
験
を
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
か
が
そ
の
後
の
分
か
ち
合
い

の
場
で
の
共
通
な
考
え
で
し
た
。

　
夕
方
か
ら
は
平
和
公
園
原
爆
供
養

塔
前
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
共
同
の

祈
り
の
つ
ど
い
の
後
、
広
島
市
の
中

心
を
通
っ
て
広
島
復
活
教
会
近
く
の

カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
平
和
記
念
聖
堂
ま

で
の
平
和
の
行
進
。
娘
は
ち
ょ
っ
と

恥
ず
か
し
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
行

進
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
元
気
よ
く
歩

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
記
念
聖
堂
で

の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
合
同
ミ
サ
。
素

晴
ら
し
い
聖
堂
の
も
と
で
心
地
よ
い

足
の
疲
れ
の
中
で
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
良
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
し
て
次
の
日
の
８
月
６
日
。
原
爆

犠
牲
者
追
悼
聖
餐
式
で
は
、
８
時
15

分
に
黙
祷
。
娘
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。
広
島
を
訪
ね
た
の
も

初
め
て
、
原
爆
ド
ー
ム
を
見
た
の
も

初
め
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
礼
拝
に
参

加
し
た
の
も
初
め
て
で
、
何
も
か
も

は
じ
め
て
尽
く
し
の
夏
の
旅
で
し
た

が
、
こ
の
夏
の
出
来
事
は
娘
の
こ
れ

か
ら
の
信
仰
と
平
和
へ
の
願
い
に
と

っ
て
き
っ
と
大
き
な
宝
物
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

 

神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
　 

葛 

西 

雅 

恵

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


